別記第２－１号様式（第７の１関係）
かごしま農産物等海外販路開拓支援事業計画書

１．申請者概要

	申請者名：
	代表者役職・氏名：

	住所：

	電話番号：
	業種：

	担当者名：
	e-mail：

	既存の輸出先（県産農産物等）および流通経路


	農林水産物の輸出実績（品目・国別）



	海外における新規販路開拓における自社（又は連携体）の強み



	当プロジェクトにおける自社の役割と強み


	当プロジェクトにおける県内産地（生産者）との連携に係る自社（又は連携体）の強み




２．参画事業者概要

※かごしま農産物等海外販路開拓支援事業実施要領第４の⑵の規定により申請する者にあっては，
他の参画事業者の概要を記入すること。
※４者以上の連携体の場合は，必要に応じて【参画事業者】欄を増やして記入すること。
【参画事業者①】
	事業者名：
	代表者役職・氏名：

	住所：

	電話番号：
	e-mail：

	申請者との関係：

	既存の輸出先（県産農産物）又は流通経路


	農林水産物の輸出実績（品目・国別）



	当プロジェクトへの参画における自社の役割と強み




【参画事業者②】
	事業者名：
	代表者役職・氏名：

	住所：

	電話番号：
	e-mail：

	申請者との関係：

	既存の輸出先（県産農産物）又は流通経路


	農林水産物の輸出実績（品目・国別）



	当プロジェクトへの参画における自社の役割と強み



３．プロジェクトの内容

※新規販路開拓とは，新たに輸出に取り組む県内産地（新規生産者又は新規品目）との契約による調達先の開拓又は，新たな海外商社等との契約による取引先の開拓（新規輸出先国への販路開拓含む）とする。
	（１）実施プロジェクト名

※複数の国を対象に別々の品目で取り組むなど，取組内容が異なる場合は，それぞれをプロジェクトとして別々に作成してください。

(ex)米国市場におけるさつまいも（焼き芋）の販路拡大

	（２）対象地域及び品目

①対象国

(ex)米国

②対象品目

(ex)さつまいも（焼き芋レトルトパウチ）



	（３）具体的な取組
(ex)現地の食品卸商社○○（既存取引先）の卸先を参集した商談会開催

　　（米国にて開催。生産者参加）

(ex)輸入商社○○（既存取引先）を通じた新規販路開拓

　　・○○社の招へい，産地訪問および商談

　　・新たな生産者（これまで取引なし）商品の売り込み

(ex)集荷集約による効率的輸送体系の構築

　　・リードタイム大幅短縮を図るための米国現地のストック倉庫調達

　　・県内産さつまいもを集約した米国向け専用コンテナ輸送の実施



	（４）実施スケジュール

※「（３）具体的な取組」に記載した内容について実施時期が分かるよう記載してください。

令和○年度

○月

○月

○月

○月

○月

○月

○月

○月

○月

○月

【輸出環境整備】
(ex)〇〇のテスト輸送について
【海外営業活動】
(ex)〇〇における販促活動


	（５）目標とする成果（単年度）

※本プロジェクトの目標として，予定している新規産地あるいは新規販売先の具体的な増加数，成約数や商談実施件数などアウトカムを含め記載してください。また，事業実績書には，本プロジェクトで構築された輸出の商流も記載してください。

【予定している品目，生産者等】

品目名

生産者名（産地名）

輸送方法

輸入業者

販売先

※新規産地あるいは新規販売先に下線を引いてください。

【成果目標】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円，％

※年度毎の輸出見込額を記載してください。

初年目

（　年度）

２年目

（　年度）

３年目

（　年度）

輸出額

Ａ

輸出目標額

Ｂ

増加額

Ｂ－Ａ

増加率

B/A×100

輸出目標額

Ｃ

増加額

Ｃ－Ａ

増加率

C/A×100

（６）他の補助金等への申請状況※　なし　・　あり（　　　　　　　　　　　　　　）

（７）GFP（農林水産物・食品輸出プロジェクト）のコミュニティサイトへの登録状況

登録済　・　未登録（登録予定日：　　　　）



	【事業実績書には以下を記載】
（８）生産者（産地）
　ア　●●（国名）

品目名

生産者名

（産地名）

新規

(注1)
輸出量

(kg)

買取価格

現地ｲﾝﾎﾟｰﾀｰへの売渡額

現地店頭価格

kg単価

総価格

金額

貿易
条件(注2)

kg単価

総価格

合計

（注1）新規で取引した生産者（産地）の場合は、〇を記入してください。
（注2）FOB，CIF等を記入してください。

【現地インポーターの評価及び継続取引の可能性】

　●●●～。

【現地量販店の評価】

　●●●～。

（９）新規販売先

販売先名

業種

継続取引の可能性

（10）商談実施件数及び成約数

商談実施件数

成約件数

（11）全体まとめ

品目

前年度実績（○年度）（数量・金額）

今年度実績（○年度）（見込み含む）

　　　ｔ／　　　　　円

ｔ／　　　　　円

ｔ／　　　　　円

ｔ／　　　　　円

ｔ／　　　　　円

ｔ／　　　　　円

ｔ／　　　　　円

ｔ／　　　　　円

（12）事業実施年度プロジェクトの評価及び課題とその対応策等

(ex) 現地商談会にて○○を提案し，〇〇の新規取引先を開拓。

　　・○○の活用が必要

(ex) 輸入商社○○に対する新規生産者商品の売り込みによる〇〇の効果

　　・今後の取引継続のため，〇〇の検討が必要

(ex) ○○による輸送体系の○○が課題

　　・改善のため，○○を実施




別記第２－２号様式（第７の１関係）
プロジェクト参画に係る覚書
　〇〇株式会社，△△株式会社，□□株式会社の〇者間において，以下のとおり覚書を取り交わす。
第1条 かごしま農産物等海外販路開拓支援事業において，協働で当プロジェクトを遂行する。
第2条 当事業の遂行に当たり，〇〇株式会社を代表者及び申請者とする。
〇年〇月〇日
〇〇株式会社　　　　　　
　代表取締役　〇〇　〇〇
△△株式会社　　　　　　
　代表取締役　△△　△△
□□株式会社　　　　　　
　代表取締役　□□　□□
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